

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































13年生時樹高 ○ ○ ○ ＊＊ ＊ ＊＊ ○ ○
8年生時樹高 0．4083 ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ○ ○
6年生時樹高 0．33570．9235 ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ○ ＊
3年生時樹高 0．04720．62460．7441 ○ ＊＊ ＊＊ ○ ○
13年生時胸高直径 0．73060．57050．42840．3888 ＊＊ ＊＊ ＊ ○
8年生時地際直径 0．46170．69290．60360．55140．8007 ＊＊ ＊ ○





























樹　　　　種 当たり 樹高 際直径
本　数 （m） （cm）
ミズキ 1，7603．12 4．2
高 ハリギリ 7201．88 2．4
イヌシデ 6401．86 1．8
イタヤカエデ 400L391．0
木 ホオノキ 2403．54 4．6
ミズナラ 80L741．2
コナラ 802．10 1．5










性 　　一〉kルァ 800．60 0．3
クマシデ 800．96 0．4
小　　計 10，960
クロモジ 4，6401．83 1．4
低 タニウツギ 2，160L791．9
ミヤマガマズミ 6401280．9
ヤマウルシ 5601．79 1．6
木 サワフタギ 480L171．1
オオカメノキ 4801．47 1．6
ニワトコ 4801．86 1．7
性 キブシ 3201．88L7
小　　計 9，760
合　　　　計 24，720
（m）
　4
　3樹
高
生
長　2
社
1
表6　樹種別年平均伸長量
年平均
樹　　　　種 伸長量 年齢
（cm）
ブナ 32．3 13
ミズキ 60．8 7
コシアブラ 70．5 5
ウワミズザクラ 48．7 7
ホオノキ 50．6 7
ハリギリ 49．3 7
リョウブ 43．0 7
バクウンボク 41．1 6
コハウチワカエデ 39．2 7
クロモジ 43．8 7
タニウツギ 44．9 5
ン，’〆
’／
ミズキ
ブナ
　　ホオノキ
　　コシアブラ
　　ウワミズ
　　　ザクラ
　ノリョウブ
　／，コハウチワ
　　　カエデ
’！！ハクウンボク
52　　　　54　　　　56　　　　　58　　　　60　　　　62（年）
図6　ブナ及び侵入樹種の樹高生長曲線
いもので6～7年生である。一般に陽樹が多く，一年間の平均伸長量はブナの平均32cmに対しミズキ・
コシアブラは2倍の60～70cmの伸長量を示し，6～7年でブナに追いつく（表6，図7）。コシアブラ
は最初からほぼ均等に伸長しているが，ミズキ・ハリギリは最初の1，2年が生長が悪く3年目以降
に急に伸びている。ウワミズザクラは最初生長が良く，5年日頃からやや伸長量が低下している。同
じ樹種でも萌芽と実生があり，それによって伸長生長のパターンが異なるようである。リョウブやタ
ニウツギの萌芽は初期生長が旺盛で一度に50cmから1mも伸長する。ミズキ・ウワミズザクラ・コハ
ウチワカエデ・タニウツギなどは伸長量の変動が激しい。
（10） 橋詰隼人・黒井　大
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図7　ブナ及び侵入樹種の樹高の連年生長曲線
　ブナと侵入樹種の樹高の頻度分布を比較し
てみると（図8），大部分の侵入樹種はブナよ
りも樹高が低い。ブナの平均樹高は3．3mであ
るが，高木性の樹種はha当たり4，000本侵入
しており，樹高3m以上のものは1，700本／ha
程度成立している。現在のところブナを被圧
する状況にはないが，ミズキ，ホオノキなど
は生長が早く，数年の内にブナを被圧する恐
れがある。様子をみて除伐する必要があるか
もしれない。しかし，侵入樹種には用材価値
の高い有用樹種も多く，これを有効に利用す
ることは重要である。特にブナの下枝の枯れ
上りを促進するためには，なるべく除伐をひ
かえて立木密度を高めることが肝要である。
ブナの植栽本数については一般に密植が奨励
されているが，侵入樹種をうまく利用すれば
あまり密植する必要はなく，ha当たり3，000本
程度の植栽で十分ではないかと考えている。
（％）
30
25
　20本
数
率／5
10
5
o
0 1 2
樹
3
高
4 5（m）
図8　ブナ造林木と侵入樹種の樹高の分布
（植栽後10年目，黒ぬりはブナ，白ぬきは他樹種）
ブナの人工造林に関する研究（1） （11）
5．考察
　わが国におけるブナの人工造林の実積は少ない。最も古いものは函館近郊の七飯にあるガルトナー
のブナ林で，すでに林齢120年に達し，平均胸高直径30．6cm，平均樹高21m，　ha当たり本数758本，　ha
当たり材積685㎡であるという3）。阿部1）や只木ら13）の調査によると，新潟県におけるブナ造林木の生長は
おおむね越後会津地方スギ林収穫表地位下に近い生長をしており，一般雑木林の生長と比較してはる
かによい生長を示している。広葉樹の中で生長の早いミズナラと比較してみると，ブナ造林木は初期
の生長はミズナラに劣るが，20年生前後になるとミズナラを追い越しブナが優勢になるというD。中沢
の調査によるとID，新潟県下のブナ人工林の樹高生長はスギ3等地の生長に匹敵するものもみられるが，
大部分はこれより小さく，スギに比べて生長はおそい。林分材積はスギ3等地の生長を上回るものは
なかった。多雪・豪雪地帯ではスギの植栽の困難な所が多く，また自然保護上からもブナの造林につ
いて真剣に取り組む必要があると思う。
　鳥大蒜山演習林のブナ人工林の成積は植栽後10年で平均樹高3．3mに生長し，被害も少なく成積は良
好であった。ただここで注目されることは，和歌山県産のブナが雪害を多く受けて枯損率が高かった
ことである。植栽本数が少ないので何とも言えないが，オモテスギとウラスギがあるようにオモテブ
ナとウラブナがあって，太平洋側に分布するブナと日本海側に分布するブナの生理・生態的性質，特
に耐雪性について違いがあるのではないかと思われる。
　ブナの造林地では下刈り。を終了すると他の広葉樹が沢山侵入してきた。最初に侵入するものは陽樹
が多く，タラノキ，ミズキ，コシアブラなどは生長が早く数年間でブナよりも樹高が高くなる。造林
地に侵入する広葉樹の取り扱いについてはいくつか報告があるがら’°），現在国有林では有用広葉樹は除
伐せずなるべく残して利用するという方向で施業が進められている。本試験地ではブナ植栽後10年で
高木性樹種がha当たり4，000本も侵入しており，この中には大径材に仕立てるとブナと同等あるいはブ
ナよりも材価の高くなるものがあり，木材生産の付加価値を高めるためにはこれらの侵入樹種を積極
的に利用するのがよいと思う。またブナの下枝の枯れ上りを促進するためには立木密度を高めること
が必要で，なるべく除伐をひかえて侵入樹種を利用する。ブナの植栽本数は欧州ではha当たり10，000
本を基準にしているが，これまでにわが国で行われた山引き苗の造林ではha当たり4，000本程度の例が
多い。植栽本数を多くするには限度がある。ブナ林の伐期における立木本数はせいぜい200～300本程
度であるから経費のむだをはぶくためにはなるべく植付け本数を少なくしたい。侵入樹種をうまく利
用し，幼齢期に枝打ちなどの手入れを加えればあまり密植する必要はないと思う。片岡は2官畑で育て
た大苗を用いればha当たり2，500本程度の植栽で十分であるとしている。
IV　摘 要
　昭和52年4月に植栽したブナ人工林にっいて13年生時に生長と侵入樹種の調査を行い，幼齢期の施
業について考察した。本研究の結果は次のとおりである。
　1．ブナ造林木の13年生時の平均樹高は3．32m，平均胸高直径は3．Ocm，平均傾幹幅は72．3cmで，系
統によって生長に差があった。樹高は正規分布を，胸高直径と傾幹幅は左偏型分布を示した。ブナの
（12） 橋詰隼人・黒井　大
伸長生長は植栽後2年間は悪く，3年目頃から良くなり，10年目には平均50～60cm伸長した。
　2．植栽後10年間の枯死率は平均11．0％であったが，9年生から13年生まで5年間の被害は雪害が
最も多かった。和歌山県産のブナは倒伏率，枯死率が著しく高かった。
　3．母樹別家系20家系にっいて調査した結果，樹高，胸高直径，傾幹幅について家系間に有意な差
が認められた。しかし，樹齢が進むにっれて順位が変動し，家系間の差が小さくなった。各形質の相
関関係については，樹高と地際直径または胸高直径との間に有意な相関が認められた。
　4．13年生ブナにおける各形質の狭義の遺伝率は，樹高で0．25，胸高直径で0．27，傾幹幅で0，28で
あった。
　5．下刈り終了後造林地に侵入した樹種は26種類で，ha当たり本数は合計24，720本であった。その
内高木性樹種は8種類，4，000本／haで，ミズキ・ハリギリ・イヌシデなどが本数が多かった。
　6．現在，侵入樹種の大部分はブナよりも樹高が低いが，ミズキ・コシアブラ・ホオノキなどは1
年間に50～70cm伸長し，6～7年でブナの樹高に追いついた。侵入樹種には有用広葉樹があり，これ
をうまく混生させて立木密度を高め，混交林に誘導することが得策と思われる。
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